
国
語
科
（
国
語
総
合
・
古
典
）
学
習
指
導
案 

指
導
者 

 

田
中
琢
斗 

教
科
指
導
員 

八
橋
崇 

一 

日 

時 
 
 

平
成
三
十
年
一
月 

 

日
（ 

曜
日
）
第 

時
間
目
（
50
分
） 

 
 

二 

学 

級 
 
 

第
一
学
年
五
組
（
四
十
名
） 

三 

単
元
名 

 
 

古
典
を
比
較
し
、
相
違
点
を
見
付
け
、
作
者
の
意
図
を
考
え
よ
う 

四 

単
元
の
目
標 

（
１
）
文
章
の
構
成
や
展
開
を
確
か
め
、
内
容
を
評
価
し
、
作
者
の
意
図
を
と
ら
え
よ
う
と
し
て
い
る
。（
関
心
・
意
欲
・
態
度
） 

（
２
）
文
章
の
構
成
や
展
開
を
確
か
め
、
内
容
を
評
価
し
、
作
者
の
意
図
を
と
ら
え
て
い
る
。（
読
む
能
力
）（「
Ｃ
読
む
こ
と
」（
１
）

の
エ
） 

（
３
） 

文
語
の
き
ま
り
を
理
解
す
る
。(

知
識
・
理
解)

（「
伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項
」（
１
）
の
ア
の
（
イ
）） 

五 

取
り
上
げ
る
言
語
活
動
と
教
材 

（
１
）
言
語
活
動
：
文
章
を
読
み
比
べ
、
内
容
や
表
現
に
つ
い
て
相
違
点
を
見
付
け
、
作
者
の
意
図
を
考
え
る
。 

（
２
）
教
材
：『
竹
取
物
語
』（
東
京
書
籍
『
国
語
総
合 

古
典
編
』） 

馬
淵
和
夫
他
注
『
今
昔
物
語
集
』（
小
学
館
『
日
本
古
典
文
学
全
集
２
４
』
昭
和
５
１
年
３
月
３
１
日
） 

六 

単
元
の
具
体
的
な
評
価
規
準 

（
１
）
文
章
を
比
較
し
相
違
点
を
見
付
け
る
こ
と
で
、
作
者
の
意
図
や
主
張
を
と
ら
え
よ
う
と
し
て
い
る
。（
関
心
・
意
欲
・
態
度
） 

（
２
）
文
章
を
比
較
し
相
違
点
を
見
付
け
る
こ
と
で
、
作
者
の
意
図
や
主
張
を
と
ら
え
て
い
る
。（
読
む
能
力
） 

（
３
）
古
文
を
読
む
際
の
き
ま
り
や
文
法
を
理
解
し
て
い
る
。（
知
識
・
理
解) 

 

七 

指
導
観 

（
１
）
単
元
観
：
物
語
文
学
の
導
入
に
適
し
た
こ
の
教
材
で
、
作
者
の
意
図
を
く
み
取
る
力
を
高
め
さ
せ
た
い
。 

（
２
）
学
習
者
観
：
高
校
で
古
典
に
取
り
組
ん
だ
期
間
は
ま
だ
短
い
の
で
、
長
文
は
苦
手
意
識
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。 

（
３
）
教
材
観
：
長
い
文
章
だ
が
内
容
は
周
知
な
の
で
、
取
り
組
み
や
す
く
、
読
解
の
基
礎
技
術
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
。 

八 

単
元
の
指
導
計
画
（
配
当
時
間
７
時
間
） 

第
２
次 

３
時
間 

第
１
次 

４
時
間 

次 時
間 

・
ジ
グ
ソ
ー
法
で
『
今
昔
』

と
本
文
を
比
較
し
、
内
容

や
表
現
の
違
い
か
ら
作
者

の
意
図
を
考
え
る
。 

・
発
表
資
料
を
作
り
、
発
表

す
る
。 

・
再
度
『
竹
取
』
本
文
を
確

認
す
る
。 

   ・
『
竹
取
物
語
』
「
天
の
羽
衣
」

を
読
解
す
る
。 

    

 

学 

習 

活 

動 

・
説
話
と
し
て
の
『
今
昔
』
と
、
物
語
と
し

て
の
『
竹
取
』
を
比
較
さ
せ
、
違
い
を
感

じ
さ
せ
る
。 

 ・
他
班
の
意
見
を
参
考
に
で
き
る
よ
う
に
、

よ
く
聞
か
せ
る
。 

・
相
違
点
か
ら
『
竹
取
』
本
文
の
特
異
性
を

確
認
す
る
。 

・
物
語
の
展
開
に
注
意
し
て
読
解
さ
せ
る
。 

 

 

言
語
活
動
に
関
す
る
指
導
上
の
留
意
点 

◇
（
２
）（
１
） 

◆
記
述
の
確
認
（
ワ
ー
ク
シ
ー

ト
） 

＊
訳
と
登
場
人
物
の
心
情
を
確

認
さ
せ
る
。 

      

◇
（
３
） 

◆
記
述
の
確
認
（
ノ
ー
ト
） 

＊
予
習
の
仕
方
（
訳
や
書
き
下
し

文
）
を
改
善
さ
せ
る
。 

◇
評
価
規
準
、
◆
評
価
方
法
、 

＊
努
力
を
要
す
る
状
況
と
評
価
し 

た
生
徒
へ
の
支
援
の
手
だ
て 



 
九 
本
時
の
目
標 

二
つ
の
文
章
の
内
容
を
読
み
取
り
、
内
容
の
違
い
を
明
ら
か
に
す
る
。（
読
む
能
力
） 

十 

本
時
の
評
価
規
準 

二
つ
の
文
章
の
内
容
を
読
み
取
り
、
内
容
の
違
い
を
明
ら
か
に
で
き
て
い
る
。（
読
む
能
力
） 

十
一 

研
究
授
業
の
前
時
（
全
７
時
間
中
の
５
時
間
目
）
の
指
導 

 

終
結 

（
5
分
） 

展
開 

(

40
分) 

     

導
入 

（
5
分
） 

 

学
習
段
階 

・
振
り
返
り
を
し
、

次
時
の
内
容
を

知
る
。 

・
四
人
班
（
発
表
班
）

に
分
か
れ
、
そ
れ

ぞ
れ
担
当
を
確

認
す
る
。 

 

・
ま
ず
個
人
で
読
ん

だ
後
、
Ａ
か
ら
Ｄ

の
担
当
ご
と
に

三
・
四
人
で
集
ま

り
、
担
当
箇
所
の

読
解
、
比
較
を
す

る
。 

・
発
表
班
に
戻
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
担

当
箇
所
に
つ
い

て
報
告
し
あ
う
。 

・
相
違
点
か
ら
、
本

作
の
特
異
性
や

筆
者
の
意
図
を

考
え
る
。 

 

・
本
時
の
学
習
内
容

を
知
る
。 

 

学
習
内
容 

⑥ 

比
較
に
よ
り
、『
竹
取
』
へ

の
理
解
が
深
ま
っ
た
こ
と

を
確
認
す
る
。 

② 

班
や
担
当
は
指
示
に
従

う
。 

   

③ 

ま
ず
個
人
で
、
担
当
ご
と

に
、
本
文
と
『
今
昔
』
の
該

当
箇
所
を
読
み
比
べ
、
相
違

点
を
考
え
る
。
そ
の
後
、
担

当
班
を
形
成
す
る
。 

  

④ 

互
い
の
担
当
に
つ
い
て
知

る
。
話
し
合
っ
た
こ
と
は
、

次
回
の
た
め
に
ワ
ー
ク
シ

ー
ト
に
残
し
て
お
く
。 

⑤ 

一
つ
の
担
当
か
ら
で
も
よ

い
し
、
全
体
を
踏
ま
え
た
も

の
で
も
よ
い
の
で
考
え
る
。 

 

 

① 
前
時
ま
で
の
読
解
を
確
認

す
る
。 

  

学
習
活
動 

⑥ 

読
解
す
る
と
き
は
対
象
の
文
章
を
読

み
深
め
る
と
い
う
方
法
だ
け
で
な

く
、
比
較
す
る
と
い
う
方
法
も
あ
る

こ
と
を
伝
え
る
。 

◇
（
２
）（
１
） 

◆
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
（
班
・
個
人
）
の
確
認 

   

② 

速
や
か
に
移
動
さ
せ
る
。 

    
③ 
相
違
点
を
見
つ
け
さ
せ
た
ら
、
な
ぜ

作
者
は
そ
の
よ
う
な
表
現
を
し
た
か

ま
で
考
え
さ
せ
る
。 

   

④ 

そ
れ
ぞ
れ
エ
キ
ス
パ
ー
ト
に
説
明
さ

せ
る
。
周
り
も
何
か
考
え
た
こ
と
が

あ
れ
ば
付
け
加
え
さ
せ
る
。 

 

⑤ 

筆
者
の
意
図
等
は
そ
う
思
っ
た
根
拠

と
照
ら
し
合
わ
せ
て
考
え
さ
せ
る
。 

   

① 

授
業
で
行
っ
た
本
文
の
読
解
を
確
認
さ

せ
る
。 

 

言
語
活
動
に
お
け
る
指
導
上
の
留
意
点 



十
二 

御
高
評 

                       

               



ワ
ー
ク
シ
ー
ト
Ａ
「
出
会
い
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
年 

 
 

組 
 

 
 

 

番 
 

（ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

） 

  

一
、『
竹
取
物
語
』
と
『
今
昔
物
語
集
』
で
同
じ
部
分
は
ど
こ
だ
ろ
う
。 

         

二
、
そ
れ
ぞ
れ
で
違
う
部
分
は
ど
こ
だ
ろ
う
。 

              

三
、
筆
者
は
な
ぜ
、
違
い
が
あ
る
よ
う
に
描
い
た
の
だ
ろ
う
。 

            



ワ
ー
ク
シ
ー
ト
Ｂ
「
姫
が
も
た
ら
し
た
も
の
と
名
付
け
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
年 

 
 

組 
 

 
 

 

番 
 

（ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

） 

  

一
、『
竹
取
物
語
』
と
『
今
昔
物
語
集
』
で
同
じ
部
分
は
ど
こ
だ
ろ
う
。 

         

二
、
そ
れ
ぞ
れ
で
違
う
部
分
は
ど
こ
だ
ろ
う
。 

              

三
、
筆
者
は
な
ぜ
、
違
い
が
あ
る
よ
う
に
描
い
た
の
だ
ろ
う
。 

            



ワ
ー
ク
シ
ー
ト
Ｃ
「
か
ぐ
や
姫
の
昇
天
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
年 

 
 

組 
 

 
 

 

番 
 

（ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

） 

  

一
、『
竹
取
物
語
』
と
『
今
昔
物
語
集
』
で
同
じ
部
分
は
ど
こ
だ
ろ
う
。 

         

二
、
そ
れ
ぞ
れ
で
違
う
部
分
は
ど
こ
だ
ろ
う
。 

              

三
、
筆
者
は
な
ぜ
、
違
い
が
あ
る
よ
う
に
描
い
た
の
だ
ろ
う
。 

            



ワ
ー
ク
シ
ー
ト
Ｄ
「
天
皇
の
動
き
と
結
末
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
年 

 
 

組 
 

 
 

 

番 
 

（ 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

） 

  

一
、『
竹
取
物
語
』
と
『
今
昔
物
語
集
』
で
同
じ
部
分
は
ど
こ
だ
ろ
う
。 

         

二
、
そ
れ
ぞ
れ
で
違
う
部
分
は
ど
こ
だ
ろ
う
。 

              

三
、
筆
者
は
な
ぜ
、
違
い
が
あ
る
よ
う
に
描
い
た
の
だ
ろ
う
。 

            



 
 

 
 

 
 

 

班 

 

「
Ａ
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

「
Ｂ
」 

 

〈
特
筆
す
べ
き
点
〉 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

〈
特
筆
す
べ
き
点
〉 

      

〈
そ
の
理
由
・
筆
者
の
意
図
〉 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

〈
そ
の
理
由
・
筆
者
の
意
図
〉 

          

「
Ｃ
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

「
Ｄ
」 

〈
特
筆
す
べ
き
点
〉 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

〈
特
筆
す
べ
き
点
〉 

       

〈
そ
の
理
由
・
筆
者
の
意
図
〉 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

〈
そ
の
理
由
・
筆
者
の
意
図
〉 

         



国
語
科
（
国
語
総
合
・
古
典
）
学
習
指
導
案 

指
導
者 

 

田
中
琢
斗 

教
科
指
導
員 

八
橋
崇 

一 

日 

時 
 
 

平
成
三
十
年
一
月 

 

日
（ 

曜
日
）
第 

時
間
目
（
50
分
） 

 
 

二 

学 

級 
 
 

第
一
学
年
五
組
（
四
十
名
） 

三 

単
元
名 

 
 

古
典
を
比
較
し
、
相
違
点
を
見
付
け
、
作
者
の
意
図
を
考
え
よ
う 

四 

単
元
の
目
標 

（
１
）
文
章
の
構
成
や
展
開
を
確
か
め
、
内
容
を
評
価
し
、
作
者
の
意
図
を
と
ら
え
よ
う
と
し
て
い
る
。（
関
心
・
意
欲
・
態
度
） 

（
２
）
文
章
の
構
成
や
展
開
を
確
か
め
、
内
容
を
評
価
し
、
作
者
の
意
図
を
と
ら
え
て
い
る
。（
読
む
能
力
）（「
Ｃ
読
む
こ
と
」（
１
）

の
エ
） 

（
３
） 

文
語
の
き
ま
り
を
理
解
す
る
。(

知
識
・
理
解)

（「
伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項
」（
１
）
の
ア
の
（
イ
）） 

五 

取
り
上
げ
る
言
語
活
動
と
教
材 

（
１
）
言
語
活
動
：
文
章
を
読
み
比
べ
、
内
容
や
表
現
に
つ
い
て
相
違
点
を
見
付
け
、
作
者
の
意
図
を
考
え
る
。 

（
２
）
教
材
：『
竹
取
物
語
』（
東
京
書
籍
『
国
語
総
合 

古
典
編
』） 

馬
淵
和
夫
他
注
『
今
昔
物
語
集
』（
小
学
館
『
日
本
古
典
文
学
全
集
２
４
』
昭
和
５
１
年
３
月
３
１
日
） 

六 

単
元
の
具
体
的
な
評
価
規
準 

（
１
）
文
章
を
比
較
し
相
違
点
を
見
付
け
る
こ
と
で
、
作
者
の
意
図
や
主
張
を
と
ら
え
よ
う
と
し
て
い
る
。（
関
心
・
意
欲
・
態
度
） 

（
２
）
文
章
を
比
較
し
相
違
点
を
見
付
け
る
こ
と
で
、
作
者
の
意
図
や
主
張
を
と
ら
え
て
い
る
。（
読
む
能
力
） 

（
３
）
古
文
を
読
む
際
の
き
ま
り
や
文
法
を
理
解
し
て
い
る
。（
知
識
・
理
解) 

 

七 

指
導
観 

（
１
）
単
元
観
：
物
語
文
学
の
導
入
に
適
し
た
こ
の
教
材
で
、
作
者
の
意
図
を
く
み
取
る
力
を
高
め
さ
せ
た
い
。 

（
２
）
学
習
者
観
：
高
校
で
古
典
に
取
り
組
ん
だ
期
間
は
ま
だ
短
い
の
で
、
長
文
は
苦
手
意
識
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。 

（
３
）
教
材
観
：
長
い
文
章
だ
が
内
容
は
周
知
な
の
で
、
取
り
組
み
や
す
く
、
読
解
の
基
礎
技
術
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
。 

八 

単
元
の
指
導
計
画
（
配
当
時
間
７
時
間
） 

 

第
２
次 

３
時
間 

第
１
次 

４
時
間 

次 時
間 

・
ジ
グ
ソ
ー
法
で
『
今
昔
』

と
本
文
を
比
較
し
、
内
容

や
表
現
の
違
い
か
ら
作
者

の
意
図
を
考
え
る
。 

・
発
表
資
料
を
作
り
、
発
表

す
る
。 

・
再
度
『
竹
取
』
本
文
を
確

認
す
る
。 

   ・
『
竹
取
物
語
』
「
天
の
羽
衣
」

を
読
解
す
る
。 

    

 

学 

習 

活 

動 

・
説
話
と
し
て
の
『
今
昔
』
と
、
物
語
と
し

て
の
『
竹
取
』
を
比
較
さ
せ
、
違
い
を
感

じ
さ
せ
る
。 

 ・
他
班
の
意
見
を
参
考
に
で
き
る
よ
う
に
、

よ
く
聞
か
せ
る
。 

・
相
違
点
か
ら
『
竹
取
』
本
文
の
特
異
性
を

確
認
す
る
。 

・
物
語
の
展
開
に
注
意
し
て
読
解
さ
せ
る
。 

 

 

言
語
活
動
に
関
す
る
指
導
上
の
留
意
点 

◇
（
２
）（
１
） 

◆
記
述
の
確
認
（
ワ
ー
ク
シ
ー

ト
） 

＊
訳
と
登
場
人
物
の
心
情
を
確

認
さ
せ
る
。 

      

◇
（
３
） 

◆
記
述
の
確
認
（
ノ
ー
ト
） 

＊
予
習
の
仕
方
（
訳
や
書
き
下
し

文
）
を
改
善
さ
せ
る
。 

◇
評
価
規
準
、
◆
評
価
方
法
、 

＊
努
力
を
要
す
る
状
況
と
評
価
し 

た
生
徒
へ
の
支
援
の
手
だ
て 



九 

本
時
の
目
標 

各
班
の
捉
え
た
相
違
点
や
意
図
を
自
分
の
考
察
と
比
べ
、『
竹
取
物
語
』
へ
の
理
解
を
深
め
る
。（
読
む
能
力
） 

十 

本
時
の
評
価
規
準 

各
班
の
捉
え
た
相
違
点
や
意
図
を
自
分
の
考
察
と
比
べ
、『
竹
取
物
語
』
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
る
。（
読
む
能
力
） 

十
一 

研
究
授
業
の
前
時
（
全
７
時
間
中
の
７
時
間
目
）
の
指
導 

      

終
結 

（
10
分
） 

展
開 

(

35
分) 

     

導
入 

（
5
分
） 

 

学
習
段
階 

・
振
り
返
り
を
し
、

次
時
の
内
容
を

知
る
。 

・
班
ご
と
に
発
表
し

て
い
く
。 

・
発
表
を
聞
く
際
は

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク

に
し
た
が
っ
て

評
価
を
行
う
。 

一
分
発
表 

一
分
評
価 

で
交
代
し
て
い

く
。 

  

・
本
時
の
学
習
内
容

を
知
る
。 

 

学
習
内
容 

⑤ 

比
較
に
よ
り
、『
竹
取
物
語
』

へ
の
理
解
が
深
ま
っ
た
こ

と
を
確
認
す
る
。 

② 

前
時
に
作
っ
た
原
稿
を
も

と
に
、
発
表
す
る
。 

③ 

恣
意
的
な
評
価
に
な
ら
な

い
よ
う
、
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク

に
し
た
が
う
。 

 

④ 

時
間
は
早
す
ぎ
ず
、
遅
す

ぎ
ず
を
考
え
て
発
表
す

る
。 

 

① 

前
時
に
行
っ
た
本
時
の
準

備
を
確
認
す
る
。 

  
学
習
活
動 

⑥ 

物
語
と
説
話
は
描
く
内
容
も
目
的
も

違
う
こ
と
を
理
解
さ
せ
る
。 

◇
（
２
）（
１
） 

◆
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
（
発
表
原
稿
）、
評
価
シ

ー
ト
の
確
認
、 

   

② 

各
班
が
原
稿
と
別
に
作
っ
た
レ
ジ
ュ

メ
は
全
班
分
を
配
布
し
て
お
く
。 

③ 

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
は
原
稿
を
作
成
す
る

時
点
で
通
知
し
、
発
表
前
に
も
再
度

通
知
す
る
。 

 
④ 
特
に
早
く
終
わ
る
こ
と
が
な
い
よ
う

に
伝
え
る
。 

  

① 

原
稿
を
確
認
す
る
時
間
を
用
意
す
る
。 

 

言
語
活
動
に
お
け
る
指
導
上
の
留
意
点 



十
二 

御
高
評 

                       

               



評
価
シ
ー
ト 

 

一
年 

 
 

組 
 

 
 

番 

氏
名
（ 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

）  

       

０１ ９ ８ ７ ６ ５ ４ ３ ２ １ 

班 

          

Ａ 

          
Ｂ 

          

計 

          

良
か
っ
た
と
こ
ろ 



ル
ー
ブ
リ
ッ
ク 

 

発
表
の
ル
ー
ル 

①
発
表
は
「
発
表
す
る
（
一
分
）」
→
拍
手
→
「
各
班
評
価
す
る
（
一
分
）」
で
行
い
ま
す
。
※
時
間
は

あ
く
ま
で
目
安
で
す
。
多
少
ズ
レ
て
も
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。 

 
 

 
 

 
 

 
②
発
表
を
聞
く
と
き
は
、
発
表
し
て
く
れ
て
い
る
生
徒
の
邪
魔
に
な
ら
な
い
よ
う
、「
聞
く
姿
勢
」
に

気
を
つ
け
て
く
だ
さ
い
。 

 
 

 
 

 
 

 

③
自
分
の
班
が
発
表
し
た
直
後
の
「
評
価
す
る
時
間
」
は
、
自
分
の
発
表
を
振
り
返
っ
て
、
評
価
シ
ー

ト
に
自
己
評
価
を
記
入
し
ま
し
ょ
う
。 

 

評
価
は
、
左
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
（
評
価
基
準
）
を
参
照
し
て
行
お
う
！ 

               

                 

（
Ｂ
） 

表
現
の

工
夫

（
レ
ジ

ュ
メ
、
発

表
の
二

点
か
ら

鑑
み

て
） 

（
Ａ
） 

内
容
の

工
夫 

レ
ベ
ル 

観
点 

声
の
大
き
さ
や
レ
ジ
ュ
メ
の
読
み

や
す
さ
等
に
留
意
し
、
見
つ
け
た

相
違
点
や
作
者
の
工
夫
が
よ
く
伝

わ
る
表
現
の
工
夫
が
さ
れ
て
い

る
。 

本
文
に
根
拠
が
あ
り
、
妥
当
だ
と

思
わ
れ
る
相
違
点
や
作
者
の
工
夫

を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。 

５ 
発
表
し
た
い
こ
と
の
内
容
が
伝
わ

る
最
低
限
の
発
表
が
で
き
て
い

る
。
も
し
く
は
、
レ
ジ
ュ
メ
が
あ
る

程
度
見
や
す
い
も
の
に
な
っ
て
い

る
。 

根
拠
と
し
て
確
か
に
正
し
い
と
は

言
え
な
い
が
、
納
得
は
で
き
る
発

表
を
し
て
い
る
。 ３ 

聞
き
取
り
や
す
い
発
表
が
で
き
て

い
な
い
。
ま
た
、
レ
ジ
ュ
メ
が
読
み

に
く
い
。 

作
者
の
工
夫
が
見
付
け
ら
れ
な

い
。
も
し
く
は
、
全
く
根
拠
の
な
い

発
表
に
な
っ
て
い
る
。 

１ 



【 
 

 
 

 

】
班 

 
 

発
表
原
稿
シ
ー
ト 

 
 

 
 

 

① 

そ
れ
で
は
（ 

 
 

 

）
班
の
発
表
を
始
め
ま
す
。 

② 

私
た
ち
は
二
作
品
の
相
違
点
や
意
図
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
に
考
え
ま
し
た
。 

 

※
発
表
時
間
は
一
分
で
す
。
一
分
は
話
せ
る
よ
う
、
右
の
ボ
ッ
ク
ス
を
十
分
に
埋
め
ま
し
ょ
う
。 

 

③ 

以
上
で
発
表
を
終
わ
り
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

④ 

拍
手 

 

（
生
徒
は
６/

７
限
目
に
、
原
稿
以
外
に
、
発
表
用
レ
ジ
ュ
メ
も
作
り
ま
す
。） 

 



国
語
科
（
国
語
総
合
・
古
典
） 

指
導
資
料 

指
導
者 

 

田
中
琢
斗 

一 

日 
時 

 
 

平
成
三
十
年
二
月
九
日
（
金
曜
日
）
第
五
時
間
目
（
50
分
） 

 
 

二 

学 

級 
 
 

第
一
学
年
五
組
（
四
十
名
） 

三 

単
元
名 

 
 

古
典
を
比
較
し
、
相
違
点
を
見
付
け
、
作
者
の
意
図
を
考
え
よ
う 

四 

単
元
の
目
標 

（
１
）
文
章
の
構
成
や
展
開
を
確
か
め
、
内
容
を
評
価
し
、
作
者
の
意
図
を
と
ら
え
よ
う
と
す
る
。（
関
心
・
意
欲
・
態
度
） 

（
２
）
文
章
の
構
成
や
展
開
を
確
か
め
、
内
容
を
評
価
し
、
作
者
の
意
図
を
と
ら
え
る
。（
読
む
能
力
）（「
Ｃ
読
む
こ
と
」（
１
）
の

エ
） 

（
３
） 

文
語
の
き
ま
り
を
理
解
す
る
。(
知
識
・
理
解)

（「
伝
統
的
な
言
語
文
化
と
国
語
の
特
質
に
関
す
る
事
項
」（
１
）
の
ア
の
（
イ
）） 

五 

取
り
上
げ
る
言
語
活
動
と
教
材 

（
１
）
言
語
活
動
：
文
章
を
読
み
比
べ
、
内
容
や
表
現
に
つ
い
て
相
違
点
を
見
付
け
、
作
者
の
意
図
を
考
え
る
。 

（
２
）
教
材
：『
竹
取
物
語
』（
東
京
書
籍
『
国
語
総
合 
古
典
編
』） 

馬
淵
和
夫
他
注
『
今
昔
物
語
集
』（
小
学
館
『
日
本
古
典
文
学
全
集
２
４
』
昭
和
５
１
年
３
月
３
１
日
） 

六 

単
元
の
具
体
的
な
評
価
規
準 

（
１
）
文
章
を
比
較
し
相
違
点
を
見
付
け
る
こ
と
で
、
作
者
の
意
図
や
主
張
を
と
ら
え
よ
う
と
し
て
い
る
。（
関
心
・
意
欲
・
態
度
） 

（
２
）
文
章
を
比
較
し
相
違
点
を
見
付
け
る
こ
と
で
、
作
者
の
意
図
や
主
張
を
と
ら
え
て
い
る
。（
読
む
能
力
） 

（
３
）
古
文
を
読
む
際
の
き
ま
り
や
文
法
を
理
解
し
て
い
る
。（
知
識
・
理
解) 

 

七 

指
導
観 

（
１
）
単
元
観
：
物
語
文
学
の
導
入
に
適
し
た
こ
の
教
材
で
、
作
者
の
意
図
を
く
み
取
る
力
を
高
め
さ
せ
た
い
。 

（
２
）
学
習
者
観
：
高
校
で
古
典
に
取
り
組
ん
だ
期
間
は
ま
だ
短
い
の
で
、
長
文
は
苦
手
意
識
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。 

（
３
）
教
材
観
：
長
い
文
章
だ
が
内
容
は
周
知
な
の
で
、
取
り
組
み
や
す
く
、
読
解
の
基
礎
技
術
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
。 

八 

単
元
の
指
導
計
画
（
配
当
時
間
７
時
間
） 

 

第
２
次 

３
時
間 

第
１
次 

４
時
間 

次 時
間 

・
ジ
グ
ソ
ー
法
で
『
今
昔
』

と
本
文
を
比
較
し
、
内
容

や
表
現
の
違
い
か
ら
作
者

の
意
図
を
考
え
る
。 

・
発
表
資
料
を
作
り
、
発
表

す
る
。 

・
再
度
『
竹
取
』
本
文
を
確

認
す
る
。 

   ・
『
竹
取
物
語
』
「
天
の
羽
衣
」

を
読
解
す
る
。 

    

 

学 

習 

活 

動 

・
説
話
と
し
て
の
『
今
昔
』
と
、
物
語
と
し

て
の
『
竹
取
』
を
比
較
さ
せ
、
違
い
を
感

じ
さ
せ
る
。 

 ・
他
班
の
意
見
を
参
考
に
で
き
る
よ
う
に
、

よ
く
聞
か
せ
る
。 

・
相
違
点
か
ら
『
竹
取
』
本
文
の
特
異
性
を

確
認
す
る
。 

・
物
語
の
展
開
に
注
意
し
て
読
解
さ
せ
る
。 

 

 

言
語
活
動
に
関
す
る
指
導
上
の
留
意
点 

◇
（
２
）（
１
） 

◆
記
述
の
確
認
（
ワ
ー
ク
シ
ー

ト
） 

＊
読
解
が
深
ま
っ
て
い
な
い
生

徒
は
比
較
的
容
易
な
内
容
の

ワ
ー
ク
シ
ー
ト
を
担
当
さ
せ

る
。 

      

◇
（
３
） 

◆
記
述
の
確
認
（
ノ
ー
ト
） 

＊
辞
書
を
活
用
さ
せ
る
な
ど
予

習
の
仕
方
を
改
善
さ
せ
る
。 

◇
評
価
規
準
、
◆
評
価
方
法
、 

＊
努
力
を
要
す
る
状
況
と
評
価
し 

た
生
徒
へ
の
支
援
の
手
だ
て 



九 

本
時
の
目
標 

各
班
の
考
察
を
自
分
の
考
察
と
比
べ
、
作
者
の
意
図
を
考
え
る
こ
と
で
『
竹
取
物
語
』
へ
の
理
解
を
深
め
る
。（
読
む
能
力
） 

十 

本
時
の
評
価
規
準 

各
班
の
考
察
を
自
分
の
考
察
と
比
べ
、
作
者
の
意
図
を
考
え
る
こ
と
で
『
竹
取
物
語
』
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
る
。（
読
む
能
力
） 

十
一 

研
究
授
業
の
前
時
（
全
７
時
間
中
の
７
時
間
目
）
の
指
導 

      

終
結 

（
10
分
） 

展
開 

(

35
分) 

     

導
入 

（
5
分
） 

 

学
習
段
階 

・
振
り
返
り
を
し
、

次
時
の
内
容
を

知
る
。 

・
班
ご
と
に
発
表
し

て
い
く
（
十
班
）。 

・
発
表
を
聞
く
際
は

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク

に
し
た
が
っ
て

評
価
を
行
う
。 

一
分
半
発
表 

一
分
評
価 

で
交
代
し
て
い

く
。 

  

・
本
時
の
学
習
内
容

を
知
る
。 

 

学
習
内
容 

⑤ 

比
較
に
よ
り
、『
竹
取
物
語
』

へ
の
理
解
が
深
ま
っ
た
こ

と
を
確
認
す
る
。 

② 

前
時
に
作
っ
た
原
稿
を
も

と
に
、
発
表
す
る
。 

③ 

恣
意
的
な
評
価
に
な
ら
な

い
よ
う
、
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク

に
し
た
が
う
。 

 

④ 

時
間
は
早
す
ぎ
ず
、
遅
す

ぎ
ず
を
考
え
て
発
表
す

る
。 

 

① 

前
時
に
行
っ
た
本
時
の
準

備
を
確
認
す
る
。 

  
学
習
活
動 

⑥ 

物
語
と
説
話
は
描
く
内
容
も
目
的
も

違
う
こ
と
を
理
解
さ
せ
る
。 

◇
（
２
）（
１
） 

◆
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
（
発
表
原
稿
）、
評
価
シ

ー
ト
の
確
認
、 

 

② 

各
班
が
原
稿
と
別
に
作
っ
た
レ
ジ
ュ

メ
は
全
班
分
を
配
布
し
て
お
く
。 

③ 

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
は
原
稿
を
作
成
す
る

時
点
で
通
知
し
、
発
表
前
に
も
再
度

通
知
す
る
。 

 
④ 
与
え
ら
れ
た
時
間
を
有
効
に
使
え
る

よ
う
、
発
表
の
仕
方
や
内
容
を
工
夫

さ
せ
る
。 

  

① 

原
稿
を
確
認
す
る
時
間
を
用
意
す
る
。 

 

言
語
活
動
に
お
け
る
指
導
上
の
留
意
点 



十
二 

ル
ー
ブ
リ
ッ
ク 

評
価
は
、
左
の
ル
ー
ブ
リ
ッ
ク
（
評
価
基
準
）
を
用
い
て
行
っ
た
。 

                        

  

十
三 

反
省 

 

授
業
を
行
う
上
で
、
時
間
内
に
予
定
し
た
作
業
を
終
え
る
こ
こ
と
、
設
定
し
た
目
標
に
到
達
す
る
こ
と
は
同
義
で
は
な

い
と
強
く
思
わ
さ
れ
た
。
つ
い
予
定
し
た
こ
と
の
完
了
に
意
識
を
集
中
さ
せ
て
し
ま
う
傾
向
に
あ
る
が
、
重
要
視
す
べ
き

は
「
生
徒
の
学
習
が
深
ま
っ
た
か
ど
う
か
」
で
あ
る
。 

 

今
回
の
実
践
に
お
い
て
は
班
の
発
表
と
評
価
を
円
滑
に
回
す
こ
と
に
終
止
し
て
し
ま
っ
た
。
生
徒
の
学
び
が
深
ま
っ
た

か
ら
、
次
の
段
階
に
す
す
む
、
と
い
う
形
式
に
変
え
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。 

 

こ
の
授
業
に
限
ら
ず
、
一
年
間
を
通
し
て
、
初
任
者
研
修
の
一
環
で
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
を
意
識
し
た
授
業
を

行
っ
て
き
た
。
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
に
お
い
て
重
要
視
さ
れ
る
「
活
動
」
が
、
そ
の
本
質
か
ら
ず
れ
る
こ
と
の
な

い
よ
う
、
授
業
改
善
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。 

     

（
Ｂ
） 

表
現
の

工
夫

（
レ
ジ

ュ
メ
、
発

表
の
二

点
か
ら

鑑
み

て
） 

レ
ベ
ル 

観
点 

（
Ａ
） 

内
容
の

工
夫 

レ
ベ
ル 

観
点 

一
番
後
ろ
の
人
ま
で
聞
こ
え
る
発

表
が
で
き
て
い
て
、
重
要
部
分
で
声

を
大
き
く
し
た
り
、
間
を
置
く
等

発
表
の
工
夫
が
あ
る
。
か
つ
、
レ

ジ
ュ
メ
の
五
個
の
四
角
が
全
て
埋

ま
っ
て
い
る
。 

3 

本
文
か
ら
根
拠
を
複
数
個
見
つ

け
、
そ
こ
か
ら
作
者
の
意
図
を
考

え
る
こ
と
が
で
き
て
い
る
。 

５ 

一
番
後
ろ
の
人
ま
で
聞
こ
え
る
発

表
が
で
き
て
い
る
。
か
つ
、
レ
ジ
ュ

メ
の
五
個
の
四
角
が
全
て
埋
ま
っ

て
い
る
。 

2 

根
拠
が
正
し
い
か
ど
う
か
は
別
と

し
て
、
本
文
中
の
根
拠
を
一
つ
で

も
明
ら
か
に
し
た
う
え
で
、
根
拠

と
結
び
つ
け
て
作
者
の
意
図
を
発

見
し
て
い
る
。 

３ 

一
番
後
ろ
の
人
が
聞
き
取
れ
な
い

発
表
を
し
て
い
る
。
も
し
く
は
、
レ

ジ
ュ
メ
の
四
角
が
が
全
て
埋
ま
っ

て
い
な
い
。 

１ 

根
拠
と
の
結
び
つ
き
は
な
い
が
、
作

者
の
工
夫
が
一
つ
は
見
付
け
ら
れ

て
い
る
。 

１ 



十
四 

生
徒
所
感
（
一
部
抜
粋
） 
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